









































































































































7８．９ 1.5３１１２－-１６１．５二言VF：Mデー壽 湯涌村道一ロー￣□御入口 釧鱸辰巳用水


























































































































































































































































































































































































ら増設されたものかもしれない。iiiii蝋翔(蝋 鱸鍵 i鱗篝i篝||震lilliii鑿illlliilllillii篝 ２－２野田村弾薬所野田村弾薬所に関する藩政期の史料は前記の「金城深
秘録」のみである(53)。従って，いつ建設されたのかも不
明であり，廃藩置県後の史料から，施設についての推定
しか出来ない。当弾薬所については川越氏の詳しい考察
があるが，同所の位置の決定には至っていない(45)。まず
明治６年の野田村火薬庫地所絵図(58)，野田村火薬庫敷地
図(図7-1)(59)，明治33年，明治38年の金沢市街図(60,61）
と現在の平和町２丁目付近を比較すると，古図の泉野村
と野田村の境界線は県営住宅１号と県営住宅12号左側
にあり，この境界線をはさんで約100ｍｘｌ６７ｍの火薬
庫敷地が取れる所は限られる（図7-2)。所が，野田村，
泉野村の境界線について，図7-1には無理が有る。それ
は火薬庫敷地図に引かれた両村の境界線を各図に合わせ
ると，法島の崖との角度がずれ，火薬庫南側と崖との距
離が大きくずれる。これらの事柄を考慮し，現在の市街
地図1とを書き入れて見た（図7-2)。もし崖との距離を重
田上村内の火薬庫の図(57）
明治11年に陸軍が作成した金沢市街実測図。
文献45より引用
図６－１
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視すると，境界線は斜めになり，また，方位がずれて不
自然である。明治38年，大正10年の金沢市街図を見る
と，この位置はそれぞれ野村兵器庫，兵器支廠倉庫であ
り，特に大正10年の図には８棟の火薬庫が描かれてい
る(61,62)。藩政期のこの施設は4,084坪(135ａ)であり(22)，
敷地の内側に堀切を，外側に土居を置いていた。更に敷
地を２分する堀切が中心部にあった（図7-1)。施設入口
は西側の中心部より僅かに北よりの位置にあった。川越
氏はそれぞれの火薬庫の周りに土塁をおいて，３問ｘ７
間の火薬庫を８棟，或いは７棟を建てる事が可能と推定
している(45)。一棟には約230箇(約１０トン）の火薬が収
納出来る事から，７０～８０トンの火薬が，この野田村弾薬
図７－１野田村火薬庫敷地図(59）
（年代不詳）加越能文庫特16.55-28-1，金沢市立玉川図書館蔵
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図７－２ 現在の平和町２丁目付近の市街図
〆－サイズ12年版（地籍版）刊広社，金沢南部版の平和町部分より引用。
推定される藩政期の弾薬庫の位置を示した。
－１３９－
所に蓄えられたと推定される｡明治１１年の図には３棟の
建物があり，後に陸軍により建てられたものと考えられ
る(57)。
にどれだけの火薬庫があったかを示す史料はないが，上
記の野田村弾薬所の５倍弱の敷地であるから，川越氏の
推定値を用いるならば(45),４０棟近い火薬庫が建てられ，
総量350～400トンの火薬が保存されたことになる｡従っ
て，この弾薬所が最も大きなものであった事がわかる。
この崖下に牛坂試検所があり，鉄砲火薬の試検を行って
いたのだろう。この土地は明治になり管理は陸軍に移り，
面積を拡張し上野射的場になる(57)。その面積は42,083
坪（約Ｌ４ｈａ）であった(67)。牛坂弾薬所についての記述
があるが，牛坂試検所と同じものか，あるいは上野村弾
薬所が牛坂村領に重なっていることから，その部分にこ
の名前が付いたものかはよく分からない(68)。
これまでに記述した３箇所の弾薬所の総火薬収蔵量は
約440-500トンであり，土清水製薬所，小柳製薬所，金
沢城内にも蓄えられた事から，加賀藩は６００トン以上の
火薬を備蓄する事が出来たと推定される（表1）（69)。
２－３上野村弾薬所
この施設に関する史料は慶応年間からであることか
ら，壮猶館の設立後に作られたものと考えられる。慶応
2年６月弾薬所御地取分間絵図，同年１０月の弾薬所御囲
内御上水取入新江筋分間絵図，寺津用水分間之図（慶応
年間）によりその位置は容易に分かる（現小立野２丁目
と１丁目（－部)）(63,64,15)。上野村領之弾薬所火薬入御蔵
建箇所御打立絵図（慶応４年）と上野新村旧弾薬所井牛
坂村旧試検場絵図（明治６年）を基に弾薬所部分を拡大
したものが図８である(65,66)。その敷地面積は６町７反１
畝６歩７分(20,136.7坪，671ａ)である(22)。この敷地内
表１加賀藩の弾薬所の推定火薬備蓄量
施設面積推定火薬備蓄量
（千坪）（トン）弾薬所所在地 ３．考察
田上村田上１丁目～
金沢刑務所
野田村平和町２丁目
上野村小立野２丁目一
小立野１丁目
1.7（５９a） 2０
本稿では加賀藩の火薬に関する重要な事柄一一火薬の
生産・貯蔵施設に関して詳しく記した。その結果，従来
記述されていた事柄に加え，新たな知見を多く得ること
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上野村領３１間5柵/鵬星孟轌5間５分 崖地
上野村弾薬所絵図（復刻）（63,64）
原図は弾薬所御地取分間絵図（慶応２年６月）加越能文庫16.55-10
および弾薬所御囲内御上水取入新江筋分間絵図（慶応２年10月）
加越能文庫16.55-11，金沢市立玉川図書館蔵を使用
図８
－１４０－
423貫(約１．６トン)入手している。加賀藩の火薬の備蓄
の中心は上野村弾薬所であった｡さらに幕末期には高岡，
小松，江州今津，江戸屋敷で，また支藩であった大聖寺
藩でも合薬が行われており，いずれも原料は金沢より供
給されていたものと考えられる。
幕末期には西洋銃，大砲の輸入が盛んになり，和銃か
ら性能のよい洋銃へと移行して行った。施條銃が現れ，
弾丸は尖弾に，弾薬も粒径の大きい洋式火薬へと変わっ
た｡加賀藩も英.仏.米国より銃砲を購入し装備した(72,73)。
慶応２年（1866）の第二次長州征伐では長州藩の用いた
性能の優れた西洋銃（ゲベール銃，ミニュー銃）により，
幕府軍は大きな打撃を受けた。この事は加賀藩にも衝撃
を与え，同年８月１８日には｢家中の炮術をすべて新流に
改むくき」命令が出され，「今度速に大組･中組は「エン
ヒル」（英国製エンフイールド銃）に相改め。・・・」更
に「追々彼利器之筒相用候事に相改め候」とある(74)この
命に伴い，同年９月８曰には，海防方より「新流大小炮
弾之儀，（中略)，今度一統新流に御改相成候には，弾薬
出来方も一手に相成儀に付，.・・・」との申し出があり，
洋式銃砲のための弾薬生産を述べている(75)。
前編表２の御召し硫黄の史料はここで重要な事柄を示
している。土清水製薬所御用は元治元年(1864)５月７曰
を最後としている。これに代わり同年９月１６曰に滑川御
蔵を発った780頁（112筒）の硫黄は同月１８曰に小柳製
薬所に届けられている。これ以後すべての硫黄は小柳で
あり，士清水ではなかった。小柳製薬所は安政期に建設
が始まり(38)，元治元年から火薬の生産を始めたと考えら
れる(43)｡搬入硫黄総量は表２の値から9412.7貢(約35.3
トン）であり，安政元年に壮猶館が出来，諸事の洋式化
が求められた事から，この施設で大量の洋式火薬の生産
が行われたと考えられる。小柳製薬所の稼働により，土
清水製薬所の旧式筒薬，口薬の生産は停止し，洋式火薬
の生産のために施設の大改造が４年間をかけて行われ，
後藤家絵図に示された様に慶応４年に完成にこぎ着け
た('6)。
また，慶応２年３月７曰の壮猶館での爆発事故は舎密
方の高峰元種らの指導のもとに，新しい弾薬の製造が試
されていたものと考えられる(50)*。また，間接的な史料で
あるが，戊辰戦争で明治元年７月２４曰（1868）に長岡で
大きな被害を受けた官軍より加賀藩に出された要請状に
が出来た。
製薬所についての史料が限られており，これまでに多
くの事柄が秘密のベールに覆われていた。士清水製薬所
および小柳製薬所で行われた黒色火薬の生産は，その生
産法と生産規模は詳しくは分からない。それぞれの施設
に最も重要な水車を用いた搗臼が何台あったのかも不明
である。少なくとも複数は有ったと考えられる。土清水
ではその建物は３間ｘ９間であり，辰巳用水沿いに位置
していた。天保３年絵図をもとに，全体の施設の位置の
推定を試みた(70)。ところが，この絵図は測量値を用いて
描いているはずにもかかわらず，間数と縮尺値との間に
かなりのズレがある事が分かり，実測値（間数）を用い
て改めて作図した（図1-2)。その結果は現在の地図と良
く一致する事が明らかとなり,全体像を掴む事が出来た。
さらに新たな疑問が浮かび上がった。それは「現在の塩
硝坂とその下の梨畑と住宅地の間の道路はもともと土清
水製薬所のものであったのだろうか？」である。製薬所
の中心部分（合薬所）がこの道路にかかり，上の湯涌村
道にあった二つの御入口はいずれも塩硝坂とは関係の無
いところにあった事になる。この事は御入口から下の施
設に通づる坂道は別の場所にあった事を示している。明
治初期の後藤家絵図('6)には御入口は閉鎖されているが
二つの坂道は描かれている。この絵図には現在の塩硝坂
は無い。明治から昭和にかけての金沢市街図を調べたと
ころ，大正10年図のみに此の地域が描かれていた。しか
しそこに見られるものは農地であり，上記の塩硝坂もそ
れに続く道路も描かれていない(62)。現在の塩硝坂は後世
に作られたものと考えられ歴史的意味に乏しい。
塩硝の増産令による加賀藩の塩硝買い上げ量の増加と
立山硫黄の買い上げ量の増加は，相関しいずれも著しい
ものであった（前報，図１，表2)。硫黄の買い上げ総量
から少なくとも1,000トン以上の火薬が生産された事が
推定される。廃藩置県の時に，藩には５６０トンの火薬，
約55,000筒の大砲火薬，約950万放の小銃弾薬があり，
この火薬量は幕府が江戸湾防衛のために作った品川台場
に必要とした洋式火薬５２５トン（14万貢）に匹敵する量
であり，一藩がこの様に大量の火薬を所有するものは他
には無かった(71)。幕末期に硝石丘法で塩硝の大量生産を
行った鹿児島藩でさえ，自藩では供給出来ないのか，文
久3-4年（1863-4）に富山薬商人を通して，飛騨塩硝を
－１４１－
げ，この藩が巨大な軍事力を持つに至った過程を明らか
にする事が出来た。
|よ｢小銃弾薬(雷管在合を添え)十五万発，小銃弾薬三
十五万発，ミニヘーノレハトロン（弾薬）六十万発，四
斤施條砲（弾薬）数万発，是非共製造致依頼候」とあり，
この様な洋式小銃や大砲の弾薬をこれまでに大量に生産
して供給力があったことを窺わせている(76)。特に雷管に
ついては，文久３年３月２３日（1863）の「公私心覚」に
「大組・御持方を初，豊嶋,中島両流御筒方足軽之分，
以来雷粉仕懸御筒に御改被成候条，－」とあり，元込
雷管銃の採用を記している(77)。また，元治元年３月
（1864）には新川郡での銃卒の稽古のために，三宅平助
等によって，109貢940目の筒薬と４０賞600目の鉛が御
鉄砲玉薬所に，69,555粒の雷管が壮猶館から受け渡しさ
れることを願い出ている。ところが，「壮猶館大筒員数井
弾薬留｣(72)には｢百目短銃酒井流雷粉打１挺,五十目短
銃酒井流雷粉打１挺，三十目短銃酒井流雷粉打２挺」
がリストに挙げられているのみである。雷管銃の使用に
は「雷耒（シアン酸水銀（11))」が必要であり，これを
どの様に入手するかが難問であった。慶応３年１２月
（1867)，加賀藩は蒸気船｢錫懐丸」（250トン）を長崎に
遣り，雷管714,000粒を購入した(44)。また，長崎では盛
んに雷管および雷管銃を入手していた事が史料に見られ
る(78)。上記の要請状には「雷管在合」と書かれているこ
とから，幕末期にはこの様な弾薬を多量に備蓄していた
事を示している(76)。さらに改装された土清水製薬所でも
雷耒と雷管を生産しようとしていた事が，先に示した後
藤家絵図('6)の「雷頭製所」と「雷頭千場」により推定さ
れる（図２)。水銀，硝酸，エタノールを用いての雷耒の
合成法は吉雄常三により「粉砲考」により広く紹介され
ており，その生産は可能であったと考えられる(79)。
加賀藩は異国船の来航に備え，自藩の防衛のために大
量の火薬を生産・備蓄したのであったが，その目的のた
めに使用することなく藩政は崩壊した。ところが奥羽越
列藩と官軍との戦い（北越戊辰戦争）で，明治元年４月
１５日に新政府は加賀藩に出兵を命じ，長岡の戦いで多く
の火器弾薬が使用された(８０)。明治２年４月１２曰に明治
政府は加賀藩が支出した軍費の賠償を行い(81)，さらに６
月２日にはこの戦の功に対し賞典禄壱万五千石を藩に与
えた(82)。これまでは関係史料が分散しており，加賀藩の
火薬生産に関する全体像をまとめたものがなかった。今
回初めて塩硝生産から火薬の生産・備蓄までをまとめあ
*高峰譲吉の伝記本には，父親元種（げんろく）が壮猶
館で「カイコの蛎を用いて硝石を作りだす事」を研究
していたとある(83,84'85)。しかし前述した当時(安政元年
～慶応４年）の状況を考えると，この記述内容は時代
遅れであり，その製法も理に適ったものでない。壮猶
館で行っていたのは洋式火薬の研究，特に雷管（ドン
ドロ）の製作と考えられる(83)。
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